
Ａ　いとしきリンゴの　ちいさき花に Ｂ　こころの凡てを　打ちこむ畑

若さと春とを みつけて招く 耕やす鋤鍬 学びて光る

ひとつの道行く　　数多
あまた

の友の 憩いて想うは　　種まく人と

輝やく瞳に みなぎる力 幸いあふれる　　ミレーの晩鐘

土に親しむ 若人我等 土に生きぬく　　若人我等

唄えよ名久井 名久井農高 讃えよ名久井　　名久井農高

おおわが母校 おおわが母校

Ｃ　馬淵のほとりに　　未来を語り Ｄ　雌牛の乳房を　　しぼりて唄い

名久井の頂き 眺めて誓う 仔馬のたてがみ　なぜつつ唄う

羊よ小鳥よ 草の葉木の葉 小路にみつけた　青空色の

夜空のスバルよ　　将来
ゆくすえ

見よや 声なき露草 あわせてゆれる

土とはなれぬ 若人我等 土を敬う 若人我等

唄えよ名久井 名久井農高 讃えよ名久井　　名久井農高

おおわが母校 おおわが母校

しょう


